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第 99回 「日本株上昇を見込む3つの理由」
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発行

～リスクは海外に～
初めに

日本株は頭の重い動きを続けています。新型コロナによる感染拡大が止まらないとあれば
それも仕方ないでしょう。しかしその一方で企業業績は絶好調、4－6月期の決算発表では過
去最高を更新する企業が相次ぎました。自分は、日本株は過小評価されており、上昇してし
かるべしと考えていますが、如何でしょうか。今回は日本株の見通しについて考えます。ポ
イントは3つあります。コロナ対策・経済・企業業績の3つです。まずはコロナ対策です。

コロナ対策は長期戦で

一番目。先日河野行政改革相が今年2回ワクチン接種を受けた人は来年もう1回受けてもら
うことになると発言していました。欧州でも英独仏などで3回接種が計画されているようで
す。ワクチンは効果があるものの時間が経てば弱まります。そのため切れ目なくワクチンを
接種しようという考えがベースになっています。デルタ株の出現により一旦コロナが収まっ
たと思われた米英でも再燃している状況を見ると、このようなある程度中期的な観点からコ
ロナと対峙することは必要でしょう。この他にも日本では治療薬や国産ワクチンの開発が進
んでいます。このようにコロナ対策に中期的な視野が取り入れられつつあることは今後のコ
ロナの被害を弱める効果があると期待しています。

国内経済は年末にかけ加速

二番目は経済です。感染拡大に歯止めがかからないことから経済の回復が進まないと見ら
れている日本ですが、ここから年末にかけ回復に転じると見ています。8月3日付け日本経済
新聞はお盆期間の新幹線や国内線の予約が前年比で大きく増えていることを報じました。長
引く自粛疲れでこれ以上はという方も多いようです。特にワクチン接種を終えた高齢者の方
は旅行などに積極的と聞きます。更に今後期待されるのは政府の経済対策です。米国の景気
が急回復した大きな理由はバイデン大統領による大規模な経済対策です。日本ではGoToキャ
ンペーン以降、経済対策的なものは打ち出されていません。しかし今年は秋に総選挙を控え
ています。政府が経済対策を打ち出す可能性は高いでしょう。これにより日本経済は急加速
する可能性もあると見ています。

企業業績は好調

三番目は企業業績です。4－6月の決算はほぼ出そろいましたがトヨタやソニー、日立など
概ね好決算となっています。この好決算の理由としては個社ベースでは色々ありますが結局
は世界的に景気が良いということになると思います。以前、当レポートでは世界経済が強い
と思われることからインフレ圧力が高まる可能性があると述べました。今回の決算発表では
そうした傾向が見られます。例えば大手商社ですが資源価格上昇の効果から各社とも好決算
を発表しました。日本製鉄などについても同様のことが言えます。海運三社は今期見通しを
最高益に上方修正しました。好調なコンテナ船事業が理由です。
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日本株は上昇へ

以上述べてきましたがコロナ対策の中期的なものへのシフト、今後の景気の回復、好調な企
業業績の三つの理由から日本株は近いうちにボックス圏を抜け出し上昇に転じると予想してい
ます。

リスクは海外に

最後にリスクについて触れておきます。国内にはそれほどリスクはありませんがむしろ海外
に、リスク要因が多いと見ています。筆頭は中国です。最近、習近平国家主席の政策が一段と
場当たり的になっており、既に世界の株式市場にも悪影響を与えつつあります。米国のテーパ
リングもそうです。インフレ圧力が解消されておらずテーパリングが早まる可能性があります。
こうしたリスクには注意すべきでしょう。


